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【目的】二次元培養時に間葉系幹細胞（MSC）が接着するプラスチック表面を
細胞外マトリックス（ECM）でコーティングした時と液性添加した場合、同じ
ECM成分でもMSCの分化に及ぼす影響が異なることがわかっている。そこで
今回は、ECMの種類と基質状態に着目し、液性、二次元（コーティング基質）、
三次元（スポンジ基質）といった異なる状態の ECMによってMSCの分化がど
のような影響を受けるかを調べた。【方法】ウシ後産からⅠ、Ⅲ～Ⅵ型コラーゲ

ンや基底膜を構成するラミニンを抽出、分画した。Ⅳ/Ⅴ/Ⅵ型コラーゲン画分と
ラミニン画分を混合したものを基底膜関連成分（BMR）画分として用いた。各
ECM 成分から液性基質やコーティング基質、スポンジ基質を調製し、MSC か
ら骨芽細胞、脂肪細胞への分化誘導培養試験に供した。分化誘導培養９日目の

細胞層におけるｍRNA相対発現量分析や細胞層、培養培地の生化学的分析を行
った。【結果】骨芽細胞分化誘導試験ではスポンジ基質で高い分化促進効果がみ

られた。脂肪細胞分化誘導試験でもスポンジ基質での高い分化促進がみられ、

同じ成分でも液性基質、コーティング基質、スポンジ基質で異なる分化促進効

果があることが示された。【結論】ECM の種類、さらにはその基質状態によっ

てMSCの分化に異なる影響を及ぼすことがわかった。 
 

  
 

 

図 1 骨芽細胞の分化マーカーであるオ

ステオカルシンのｍRNA 相対発現量  

各試験区の条件を示す略字は無添加（N）、Ⅰ

型コラーゲン液性添加（Ⅰ液）、Ⅲ型コラー

ゲン液性添加（Ⅲ液）、Ⅰ/Ⅲ型コラーゲン液

性添加（Ⅰ/Ⅲ液）、Ⅰ型コラーゲンコート（Ⅰ

コ）、Ⅲ型コラーゲンコート（Ⅲコ）、Ⅰ/Ⅲ型

コラーゲンコート（Ⅰ/Ⅲコ）、Ⅰ/Ⅲ型コラー

ゲンスポンジ（Ⅰ/Ⅲス）であり、Ⅰ/Ⅲス
で最も高い発現量を示した。 

図 2 脂肪細胞の分化マーカーである

PPARｇ2 のｍRNA 相対発現量  

各試験区の条件を示す略字は無添加（N）、Ⅰ

/Ⅲ型コラーゲン液性添加（Ⅰ/Ⅲ液）、BMR

液性添加（BMR 液）、Ⅰ/Ⅲ型コラーゲンコ

ート（Ⅰ/Ⅲコ）、BMR コート（BMR コ）、

Ⅰ/Ⅲ型コラーゲンスポンジ（Ⅰ/Ⅲス）、BMR

スポンジ（BMRス）であり、Ⅰ/Ⅲスで最も
高い発現量を示した。 


